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ブタインフルエンザに関するＱ＆Ａ 

（保健所用：暫定版）      4 月 26 日 

           

 

－基本情報－ 
 

ブタインフルエンザとは何ですか？ 

 

ブタインフルエンザは、Ａ型インフルエンザによって起こる豚の呼

吸器疾患です。豚においては、定期的に流行を引き起こしいます。

ブタインフルエンザウイルスは、年間を通じて、豚への感染を引き

起こしていますが、通常、ヒトには感染しません。しかし、米国等

では散発的にはブタインフルエンザのヒトへの感染が確認されてい

ます。ほとんどのヒトへの感染は、豚への濃厚接触が原因となって

います。米国疾病管理センター（ＣＤＣ）は、米国において１、２

年に１例の発生があると報告しています。ただし、2005 年 12 月から

2009 年 2 月にかけては、12 件のヒト感染事例が報告されています。 

 

ブタインフルエンザに罹患したヒトの事例は日本ではありました

か？ 

 

これまで日本で確認されたことはありません。 

 

パンデミックがはじまったのですか？ 

 

パンデミックを引き起こすインフルエンザとは、効率的にヒトから

ヒトへ感染する新しい抗原性を有するウイルスによるものです。現

在、メキシコで流行している感染症については、ブタインフルエン

ザが原因のひとつとは考えられますが、ウイルスの特性についての

詳細な調査を行っているところであり、現時点ではパンデミックが
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はじまったとは判断されていません。 

 

 

ブタインフルエンザウイルスは何種類ありますか？ 

 

これまで何種類ものブタインフルエンザウイルスが出現したと考え

られていますが、現時点では、４種類の亜型が豚から分離されてい

ます。すなわち、H1N1、H1N2、H3N2、H3N1 です。ただし、最近では、

豚から分離されたウイルスの亜型のほとんどは H1N1 です。 

 

ブタインフルエンザ（Ｈ１Ｎ１）はヒトのインフルエンザ（Ｈ１Ｎ

１）と同じですか？ 

 

通常のヒトインフルエンザ（Ｈ１Ｎ１）は A ソ連型と呼ばれ、流

行を繰り返していますが、ブタインフルエンザ（Ｈ１Ｎ１）とは株

が異なります。 

 

豚肉を食べると感染しますか？ 

 

ブタインフルエンザは、豚肉や豚肉の加工品を食べることによって

経口感染するものではありません。 

 

メキシコ産の食品は食べても大丈夫ですか？ 

 

インフルエンザは食品を介しては感染しないので大丈夫です。 
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－旅行関連－ 
 

メキシコ旅行から帰国したのですが、何に注意すればよいのでしょ

うか？ 

 

発熱や呼吸器症状のいずれかが出現しないかを確認してください。

もし、こうした症状を認めた場合は、すぐに医療機関を受診せず、

事前に、最寄りの保健所にご相談していただき、必要に応じて、感

染症指定医療機関などに受診されることをご検討ください。 

また、咳やくしゃみをする際はティッシュで鼻と口を覆う、などの

咳エチケットを徹底してください。 

 

なお、受診にあたっては、 

１）事前に医療機関に電話をかけ、受診方法の指導を受けて従う 

２）なるべく公共交通機関を利用せず、自家用車等で移動する 

３）マスクがある場合には着用してから受診する 

ようにしてください。 

 

現在、症状がない方についても、帰国後１０日以内に疑わしい症

状が出現した場合には、同様にして最寄りの保健所にご相談してい

ただき、必要に応じて、感染症指定医療機関などに受診されること

をご検討ください。 

 

 

メキシコ旅行の予定があるのですが、とり止めるほうがよいでしょ

うか？ 

 

現在、法令上の強制力をもって、個人の渡航や旅行会社による主催

旅行を禁止したり、退避を命令するものでもありませんが、外務省

は感染症スポット情報を発表し、メキシコ、米国（メキシコとの国

境周辺のカリフォルニア州・テキサス州）で確認されたブタインフ

ルエンザ（A/H1N1）について、渡航者らに注意を促がしています。 
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海外では「自分の身は自分で守る」との心構えをもって、渡航・滞

在の目的に合わせた情報収集や安全対策に努めてください。 

今後、さらに情報を収集し、随時更新されますので、出発までの間

は、逐次、国からの発表を確認してください。 
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－医療関連－ 
 

ブタインフルエンザが人に感染した場合、現れる症状は何ですか？ 

 

発熱、倦怠感、食欲不振、咳など、通常のインフルエンザ症状を

認めます。また、鼻水、咽頭痛、吐気、嘔吐や下痢などの症状を訴

える患者もいます。 

 

ブタインフルエンザの感染はどのように広がりますか？ 

 

これまで確認されていたヒト感染事例のほとんどは、感染した豚

への直接接触によるものでした。現在、ヒトからヒトへの感染が発

生しているとすれば、通常のインフルエンザと同様に、咳やくしゃ

みによる飛沫感染、もしくは直接接触することによる感染と考えら

れます。 

 

どのような対策（予防）をすればいいですか？ 

  

ブタインフルエンザ（H1N1）のヒトへの感染は、国内では確認さ

れていません。米国やメキシコへの渡航時には、 

１）咳やくしゃみ等による感染を防ぐため、マスクを着用する 

２）積極的に手洗いやうがいを行う 

３）発熱や咳などインフルエンザ様の症状がみられた時は、現地の

医療機関を受診する 

ことを心がけてください。 

また、現地でインフルエンザ様の症状があったか、帰国時に症状

がみられる方は、検疫所に申し出てください。 

 

 

ブタインフルエンザの感染防止のためにＮ９５マスクを購入するべ

きですか？ 
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Ｎ９５マスクの使い方には専門的知識とフィットテストなどの事

前準備が必要ですから、一般の方には不適切な防護具とされていま

す。一般的にはサージカルマスクを着用し、手洗いやうがいを励行

するようにしてください。 

 

症状はないのですが、検査してもらえるところはありますか 

  

症状がない場合には検査の必要はありません。また、渡航歴や接触

歴がある方で、ブタインフルエンザの感染が強く疑われる場合にお

いても、発症前に診断できる検査はありません。帰国後10日以内に、

症状を認めた場合には保健所に相談してください。 

 

ブタインフルエンザ用のワクチンはありますか？ 

 

現在、ヒトに有効なワクチンは開発されていません。また、通常の

インフルエンザワクチンは、ブタインフルエンザ予防には有効では

ないと考えられています。 
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－その他－ 
 

メキシコの駐在員は帰国させるほうがよいですか？ 

 

現在、メキシコにおけるインフルエンザの発生動向を確認している

ところです。収集した情報を解析し、随時更新してゆく予定です。

現時点では、帰国すべき状況とは判断できませんが、信頼できる情

報に基づいて行動してください。また、外出する際にはマスクを着

用し、帰宅後は手洗いとうがいを励行してください。 

 

メキシコから帰国した従業員への対応は、どうするべきですか？ 

 

今後、メキシコから帰国した方については、症状の無い方に対し

ても、本人の同意の下で、一定期間健康状態を確認するなどの対応

をすることにしております。帰国後 10 日以内に、症状を認めた場合

には保健所に相談してください。 

 

メキシコからの輸入品に対しては、消毒をするといった対応が必要

でしょうか？ 

 

インフルエンザウイルスは、通常の環境中で長期間生存しません。

このためメキシコからの輸入品を介した感染は考えにくく、インフ

ルエンザ予防を目的とした消毒は不要です。 

 



食安検発第0426001号

平成２１年４月２６日

各 検 疫 所 長 殿

検 疫 所 業 務 管 理 室 長

（ 公 印 省 略 ）

メキシコ及び米国における豚インフルエンザ（Ｈ１Ｎ１）に対する

検疫対応について

標記について、平成２１年４月２５日付け食安検発第０４２５００１号「メ

キシコ及び米国におけるインフルエンザ様疾患に対する検疫対応について」に

より対応を依頼しているところですが、その後の当該感染症の流行状況等に鑑

み、下記のとおり、検疫対応を強化することとしましたので、遺漏なきよう特

段のご配慮をお願いいたします。

なお、現時点において、当該感染症は検疫感染症となっていないことに変更

ないことを申し添えます。

おって、平成２１年４月２５日付け食安検発第０４２５００１号「メキシコ

及び米国におけるインフルエンザ様疾患に対する検疫対応について」及び平成

２１年４月２５日付け食安検発第０４２５００２号「メキシコ及び米国におけ

るインフルエンザ様疾患の発生に関する出国者等への注意喚起」については廃

止する。

記

第１ 航空機の検疫対応

１．メキシコから来航する便について

（１）検疫前通報（検疫法第６条）により有症者がいる場合

①検疫官は、機内に赴き、機内検疫を実施する。

②検疫官は、質問票および調査票（別紙１）を配布し、記入を求める。

、 、検疫法第２３条の２により 事前に到着前に機内で配布されている場合は

その確認を行う。

、 、 、③検疫官は 機内で 質問票及びサーモグラフィ等により健康状態を確認し

異状（３８℃以上の発熱がある場合、又は鼻汁・鼻閉・咽頭痛・咳のうち



少なくとも２つがある場合。以下同じ）が認められた場合は、検疫官(医

師)による診察を行う。診察の結果、臨床症状や疫学的情報等から有症者

が豚インフルエンザ（ ）であると疑われる場合には、本人の同意H1N1
を得て、検疫官は、その者を速やかに他の乗客と分離する。

なお、搬送準備等が整うまでの間は、各検疫所の状況に応じて、その者

を適切な場所に待機させる。

④インフルエンザ迅速診断キットを用いた検査の結果、インフルエンザＡウ

イルス陽性となった場合には、医療機関の受診を勧奨するとともに、検

疫所業務管理室に連絡すること。

⑤本人の同意が得られた場合には、感染症指定医療機関に搬送する。

⑥咽頭拭い液等を採取し、④の検査に用いた残りについては、検疫所で保管

する。

⑦インフルエンザＡウイルスが陰性の場合や、健康状態に異状がない者につ

いては、マスク及び「豚インフルエンザ発生国に渡航・滞在された方へ」

（別紙２）を配布するとともに、本人の同意を得た上で健康観察とし都道府

県等への連絡は 「通知票 （別紙３）により行う。、 」

（２）検疫前通報（検疫法第６条）により有症者がいない場合

①検疫官は、機内に赴き、機内検疫を実施する。

②検疫官は、質問票および調査票（別紙１）を配布し、記入を求める。

、 、検疫法第２３条の２により 事前に到着前に機内で配布されている場合は

その確認を行う。

③機内検疫により有症者がいた場合は （１）－③～⑥の対応を行う。、

④機内検疫により有症者がいなかった場合は （１）－⑦の対応を行う。、

２．米国から来航する便について

（１）サーモグラフィによる監視を強化する。

（２）検疫官は、ブース等で過去１０日以内にメキシコに渡航・滞在した人は検

疫官に申告するよう呼びかける。

（３）メキシコに渡航・滞在したとの申告があった者について、検疫官はサーモ

グラフィ等により健康状態を確認し、異状がなければ、マスクおよび「豚イ

ンフルエンザ発生国に渡航・滞在された方へ （別紙２）を配布するととも」

、 、 、「 」に 本人の同意を得た上で健康観察とし 都道府県等への連絡は 通知票

（別紙３）により行う。

（４）また、異状が確認された場合は、検疫官(医師)による診察を行う。診察の

結果、臨床症状や疫学的情報等から有症者が豚インフルエンザ（ ）でH1N1
あると疑われる場合には、１ （１）－③から⑥の対応を行う。．

（５）その際、航空会社に対して乗客・乗員名簿（パスポート 等がわかるリNo.
スト）の提供を依頼する。

なお、必要があれば航空会社に対して、本省より通知を発出する。



３．上記以外の国・地域からその他来航する便については、従前どおりの検疫に

加え、ポスター等による呼びかけ及び情報提供を行う。

第２ 船舶の検疫対応

（１）メキシコを発航又は寄港し、１０日以内に来航する場合

船舶については貨物船・旅客船を問わず、原則として検疫港において臨船

検疫又は着岸検疫を実施する。

検疫対応については航空機の検疫に準ずる。

また、有症者が豚インフルエンザ（Ｈ１Ｎ１）であると疑われ、インフル

エンザ迅速簡易キットを用いた検査の結果、Ａ型インフルエンザウイルス陽

性となった場合は、その後の対応について本省と協議を行う。

（２）メキシコを発航又は寄港して、１０日を過ぎた後に来航する場合

検疫前の通報(検疫法第６条)により、患者の発生の有無の確認を行うとと

もに、患者発生国を発航又は寄港後、発熱や咳等の症状が呈する者がいない

旨、確認がとれた場合においては、無線検疫により対応することとする。

第３ ポスター等の貼り出し等について

別紙４「メキシコ・米国へ渡航される方へ 感染症の予防のお知らせ」を用

いること。

第４ その他

この通知は平成２１年４月２７日より施行する。

なお、本日については、従前の通知によるものとする。



別紙１ 厚生労働省・検疫所

健康状態質問票

氏 名 国籍 性別 □男 □女

生年月日 西暦 年 月 日パスポート番号

職業

到着月日 便名 座席番号

過去１０日間、渡航・滞在された国名(又は地域）

日本国内における連絡先（旅行の場合は裏面に記入）

(都道府県)〒□□□‐ 住所□□□□

電話番号(常時連絡可能なもの) - - - -

○ あなたの過去１０日間の健康状態について、記入してください

① 発熱している（ ℃ 日前から）

発熱した（ 日前～ 日前 ℃）

･････････････････････････ □あり □なし

② 次のうち症状があるものに印をつけてください

□鼻汁 □鼻閉 □咽頭痛 □咳

③ 消炎鎮痛剤・解熱剤や風邪薬などを、

服用している（ 日前から）

服用した（ 日前～ 日前）

･････････････････････････ □あり □なし

○ 渡航・滞在先での状況について、記入してください

発熱や咳をしている人と接触（会話、乗り物での同席など）がありましたか。

･････････････････････････ □あり □なし

上記の質問は、あなたはもとより、ご家族を守るためのものです ）（ 。

1．検疫所が保健所に健康状態質問票・調査票の記載内容を提供すること
2．保健所等が行う電話又は訪問を行うなどの健康観察を行うこと

に同意します。

年 月 日
署名

この健康状態質問票は検疫法第12条に基づく検疫手続を簡略化するためのものですから、
正確に記入して下さい。

質問に答えなかった方又は虚偽の申告をした方は、検疫法第36条第3号の規定により懲役
又は罰金に処されることがあります。



調 査 票

日本国内の連絡先が健康状態質問票の連絡先とすべて同じであれば、

以下の記入は不要です。

を記入してください ）① 日本での旅行日程 （本日から１０日間の連絡先 。

月 日 ～ 月 日 宿泊先

所在地

電話番号

月 日 ～ 月 日 宿泊先

所在地

電話番号

月 日 ～ 月 日 宿泊先

所在地

電話番号

月 日 ～ 月 日 宿泊先

所在地

電話番号

② 日本出国予定 年 月 日 空港名 便名

③ ツアーの場合旅行代理店名等を記入し、日程表がある場合はその写しを添付してください。

代理店名等：

電話番号 ：

担当者名 ：

検疫所記入欄

健康診断の状況
・発 熱 《 有 ・ 無 》 (健康診断時の体温 ℃)
・鼻汁、咳等の症状 《 有 ・ 無 》
・その他

診察年月日： 年 月 日 担当医名：

検疫所名： 整理番号：



別紙２

豚インフルエンザ発生国に

渡航・滞在された方へ

最寄りの保健所より、健康状態の確認・報

。告等の要請がありますので協力してください

また、咳などの症状が出た場合には、感染拡大

を防ぐため、配付したマスクを着用するようご

協力ください。

これは、あなたはもとより、ご家族を守るための

お願いです。

○ ○ 検 疫 所

電話番号 ○○○○○○



 

 

 

現在、メキシコにおいて、インフルエンザ様の症状を示す、

比較的重い呼吸器疾患が流行しています。渡航する方はその

是非について検討して下さい。 

なお、米国（カリフォルニア州、テキサス州）においても、

豚インフルエンザウイルス（Ｈ１Ｎ１亜型）の感染例が報告

されていますので今後の情報にご注意下さい。 

＜渡航時には＞ 
○ 咳やくしゃみ等による感染を防ぐため、マスクを着用

する。 

○ 積極的に手洗いやうがいを行う。 

○ 発熱や咳などインフルエンザ様の症状がみられた時は、

現地の医療機関を受診する。 

＜帰国時には＞ 
○ １０日以内にメキシコに滞在された方 

○ 発熱や咳などインフルエンザ様の症状がみられる方 

は、検疫所へ申し出てください。 

電話相談窓口（※帰国後）：03-3501-9031（厚生労働省） 

 

 

 

 

 

           

平成２１年４月２７日 ○ ○ 検 疫 所 

メキシコ・米国へ渡航される方へ 

感染症の予防のお知らせ 

◎流行している疾患の特徴 

・ＷＨＯからの情報によると、メキシコ

において3月18日から4月23日まで

の間に、59例の死亡例を含む854例の

インフルエンザ様症状のある患者が

発生したとのこと。 

・症状は、発熱、倦怠感のほか、咳、鼻

汁、咽頭痛などの呼吸器症状などとさ

れています。 




